
やさしいpH・水質のはなし読本
教育・実習等でご活用ください。

専用台付電極スタンド・ACアダプタのセットです。
実験室にコンパクトで設置でき、フリーアーム式電極
アームにより、片手で自由に容器に電極をセットできます。

●一括購入のご相談承ります。

希望販売価格：￥98,000(税抜）

■内訳
計器本体　D-71・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１台
プラスチックボディ防水pH電極（9625-10D）・・・１本
電極スタンド ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１台
pH標準液粉末セット(pH4・７・９）・・・・・・・・・各１袋
スポイト・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１個
ACアダプタ・ケーブルセット・・・・・・・・・・・・・・１個
アルカリ乾電池（単４）・・・・・・・・・・・・・・・・・２本
取扱説明書・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１冊
クイックマニュアル・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１冊
やさしいpH・水質のはなし読本・・・・・・・・・・・・１冊

D-71AC

耐衝撃性・耐薬品性に優れ、IP67準拠の防水・防塵性能の計器 
本体と防水プラスチックボディと先端部分が保護管でガードされて  
いるpH電極により、安心して実習でご使用いただけます。

実習用に最適な丈夫な本体・電極

従来比1.4倍の大画面で測定値の読み取りが簡単です。
専用電極スタンドは省スペースで設置でき、卓上での操作性に優れ
たフリーアーム式電極アームを搭載しています。計器本体は電池駆
動で片手で操作でき、測定場所を選びません。

コンパクトなボディ・見やすい表示

校正から測定まで、ボタンを押すだけで初めての人でも精度よく測定
できます。電極状態が一目でわかり、安心して測定ができます。

正確な測定を簡単に

pHや導電率などの水質測定に関して、基本から測定ノウハウまで
初心者向けにやさしく解説したオリジナルの読本です。
教育・実習用の参考資料としてご活用ください。

実習に活用いただける読本付き

サンプルの pH が酸性（pH 7 以下）と予想される場合は、フタル酸塩標

準液（pH 4.01  at 25℃）またはシュウ酸塩標準液（pH 1.68  at 25℃）をビー

カーに採って検出部を浸し、pH 標準液の温度に対する値に調整して校正

する。
サンプルの pH がアルカリ性（pH7 以上）と予想される場合は、ホウ酸

塩標準液（pH 9.18  at 25℃）または炭酸塩標準液（pH 10.02  at 25℃）

を用い、同じ操作で各 pH標準液の温度に対する pH値に合わせる。

●この操作は、pH計のゼロ・スパン校正の内容を示す模式図において、

    ｂ部分の補正（スパン点補正）に対応します。

再び ～ の操作を行い、pHの指示値が pH標準液の温度に対する pH

の±0.05 *以内に一致するまでこの操作を繰り返す。

* pH計形式Ⅰでは±0.02、pH計形式Ⅲでは±0.1以内に一致するまで繰り返す。

5

6

【参考文献】■ JISZ8802-2011■ JISK0102-2010

pH 計の校正のしくみ（ゼロ・スパン校正模式図）

pH計調整方法

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

a

b

pH
アルカリ性

酸性

電圧（mV）

+420mV

-420mV

+170mV（at 25℃）

（pH7.4の場合）

a
：pH7調整（平行移動）ゼロ校正

b
：pH4調整（回転）　  スパン校正

：校正前
：pH7標準液での校正後：pH7標準液に続けて pH4標準液での校正後
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5 ガラス電極による pH測定
ガラス電極法の原理

ガラス電極法とは、pH ガラス電極と比較電極の 2 本の電極を

用い、この2つの電極の間に生じた電圧（電位差）を知ることで、

ある溶液の pHを測定する方法です。
ガラスの薄膜の内側・外側に pH の異なる溶液があると、薄

膜部分に pH の差に比例した起電力が生じます。この薄膜を

「pHガラス応答膜」と言います。

理論上、溶液が 25℃の場合 2つの溶液の pHの差が 1違えば、約 59mVの起電力が

生じます。
通常、pH ガラス電極の内部液には pH7 の液を用いるため、pH ガラス応答膜に生じ

た起電力を測定すれば、サンプルの pH値がわかります。

ところで、pHガラス応答膜に生じた起電力を測定するには、もう1本電極が必要です。

この pHガラス電極と一対のもう 1本の電極が「比較電極」です。比較電極は、電位

が極めて安定した電極でなければならず、そのために液絡部にピンホールを開けたり、

セラミックを施したりしています。言いかえると、ガラス電極は pH の差による起電力が正確に生じるように工夫した電極です。また、比較電極はpH の差による起電力が発生しないように工夫した電極なのです。

電極1

pH既知の液

ガラス薄膜

電極2

サンプル

ガラス電極

比較電極

電解質溶液
（KCl）

液絡部
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水 質 の 話

やさしい水質の話から応用編まで

水質に関するさまざまなお役立ち情報が満載！

CODE：I2003518000-3200532406-GZ0000343602

教育・実習用 卓上型 pHメータ

税抜
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正しく安全にお使いいただくために、ご使用前に必ず取扱説明書をお読みください。 

pH・水質計ラインナップ

● 測定は微量サンプルを平面センサに滴下するだけ。   

● 測定対象にあわせて pH、電気伝導率、イオン、塩分計の
    ７成分10機種をラインアップ。 

● 校正、測定も平面センサに標準液・試料をのせて
　 ボタンを押すだけ。

● 測定完了は安定マークでお知らせ。 

● 防水構造で安心して使用できます。 

● 屋外にも持ち運び簡単。

コンパクト水質計　
B-700シリーズ

希望販売価格（税抜）￥22,000～

現場での簡易測定用途に

卓上型 pH・水質分析計
F-70/DS-70シリーズ

希望販売価格（税抜） ￥185,000～
pH

電気抵抗率 塩分 全溶存固形物量

イオン 電気伝導率mV（ORP）

● タッチパネルで実現したストレスフリーな操作性

● ナビゲーション機能搭載・マニュアル内臓 

● グラフ・アナログ切り替え機能搭載

● 測定用途に応じた本体＋電極セット 

● PC接続対応（データ収集）

● フリーアーム電極スタンドで自由度の高い測定

● ２項目同時測定・表示

実験・研究用途に

ツ　　イ　　ン


